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酪農学園大学とフィンドレー大学（The University of Findlay アメリカ合衆国オハイオ州）は 2005(平成 17)

年 4 月 11 日に学術交流協定を締結しました。また同時にフィンドレー大学は、その建学の理念と教育使命を等

しくする酪農学園大学の学生１名に対して、同大学への留学支援のためにベケット奨学金を制定しました。 

酪農学園大学社会連携センターでは、下記のとおり派遣留学生を募集・選考し、フィンドレー大学ベケット奨

学金派遣留学生として１名の学生を派遣します。 

 

１．留学先 

フィンドレー大学 (The University of Findlay)の学部、大学院、集中英語コースのうちいずれか 

 

２．ベケット奨学金 

フィンドレー大学の授業料を免除（1 学年度：秋学期から翌年の春学期まで） 

ただし、渡航費（約 25 万円）、生活費（約 100 万円）、海外旅行傷害保険（約 10 万円）、 

ビザ取得費用（約 3 万円）などは個人負担 

 

３．募集人数 ： １名 

 

４．募集対象学生 

  酪農学園大学、酪農学園大学大学院の在学生 

   

５．留学期間 ： 2020 年秋学期（8 月中旬出発・現地到着日はフィンドレー大学が指定）から 

2021 年春学期（5 月上旬帰国予定） 

 

６．滞在先 ： フィンドレー大学 キャンパス内学生寮 

 

７．応募条件等 

  フィンドレー大学のコース毎の派遣条件は、以下のとおりとする。 

  １）学 部コース 

    TOEFL のスコアが 61 以上（iBT インターネット版） 

  ２）大学院コース 

    大学卒業以上の資格を有し、TOEFL のスコアが 79 以上（iBT インターネット版） 

  ３）集中英語コース 

    語学力(英語)は問わない。 

 

  ※コースにより、出願資格・経歴の有無等の条件を特別に定めている場合があるので、各自インターネット

等で情報を再確認すること。 

 

 

 

 



８．提出書類 

  ① 海外留学・研修プログラム参加申込書（和文）・Application Form（英文）：指定様式 

  ② 成績証明書（本学教務課から取得すること） 

  ③ 担当指導教員からの推薦書：指定様式 

  ④ 健康診断書（本学で受診した健康診断書で可・医務室に相談すること） 

  ⑤ 留学目的書（和文・英文） 

    和文：A４用紙に 1,200 字（40 字×30 行、ﾌｫﾝﾄ 12P）以内で作成、文末に自筆で署名 

    英文：A４用紙に 1 枚以上で作成、文末に自筆で署名 

  ⑥ TOEFL または TOEIC のスコアレポートの写し 

  ⑦ パスポート（顔写真のページ）の写し 

 

９．受付期間 

  2019 年 11 月 11 日（月）～ 2020 年 1 月 10 日（金）16 時必着 

社会連携センター国際交流課に提出のこと。 

 

10．選考方法 

  提出書類による審査、および日本語と英語による面接 

 

11．選考試験日・試験会場（変更の場合有り） 

  試験日 ： 本人に直接通知（2020 年 1 月下旬を予定） 

  試験会場： 酪農学園大学本館 

 

12．選考結果発表 

  2020 年 2 月中旬（予定） 

 

13．合格後の提出書類（詳細は合格発表後、合格者に通知） 

  ① フィンドレー大学所定の願書(Application Form) 

  ② 英文成績証明書 

  ③ 英文在学証明書 

  ④ 銀行が発行した英文残高証明書 

    米国ビザの発給手続きの関係上、大学の学費以上の預金残高が必要 

 

14．誓約書(参加申込書裏面)への署名、海外旅行傷害保険および海外緊急事故支援システムへの加入 

  奨学生は、渡航前に自己責任の原則を定めた誓約書に、保護者と連名で署名するとともに、各自で海外 

旅行傷害保険に加入し、本学が指定する海外緊急事故支援システムに加入しなければならない。 

 

15．留学報告 

  奨学生は、留学中の現地レポートを１ヵ月に１度、本学社会連携センター国際交流課に提出するとともに、 

帰国後は「留学終了報告書」を作成し、提出しなければならない。 

 

 

 



16．問い合わせ先 

  社会連携センター国際交流課 

＜TEL: 011-388-4132 ＞ ＜FAX: 011-387-2805＞ ＜E-mail: rg-ext@rakuno.ac.jp＞ 

 

フィンドレー大学 The University of Findlay の概要〔参考〕 

【大学所在地 Address】 

1000 North Main Street, Findlay, Ohio 45840-3695 

TEL. 419-422-8313, FAX. 419-434-4822, http://www.findlay.edu 

 

【学 長】Dr. Katherine Fell   

 

【総学生数】約 4,200 人  【内留学生数】35 ヵ国 約 500 人 

 

【沿 革】 

フィンドレー大学は、フィンドレー市とキリスト教の一宗派であるチャーチズ・オブ・ゴッド教団によって 1882 年

にフィンドレー・カレッジとして設立された。フィンドレー大学は独立した教育組織であるが、教会団体と密接な

関係にあり、キリスト教の教えを敬い、その精神を守っている。1989 年７月１日、組織名称が変更され、フィンド

レー大学となった。 

 

【教育方針】 

 フィンドレー大学設立の目的は、高い資質をもった学生、卒業生を社会に輩出し、また、高い質の生涯教育を

社会に提供することである。フィンドレー大学は、教養科目と専門教育を融合することに努め、学士および準学

士課程を提供し、一人一人が国際的な環境の中で、豊かな生き方ができるようになることを目指す。フィンドレ

ー大学大学院は、特徴のある修士課程を提供することにより、様々な分野の専門家のニーズを満たす人材を

世に送り出すことに努めている。地方・地域社会の要望に対応するため、フィンドレー大学は社会のあらゆる

人々に対し、聴講講座から大学院までのあらゆるレベルの生涯教育を提供している。 

 

～酪農学園大学の学生がフィンドレー大学で習得した実績のある科目～ 

・Practical Animal Handling I : Equine 

・Practical Animal Handling II : Food Animals 

・Digital Photography 

・Listening for Specific Purpose for Non-Native Speakers 

・English Grammar IV for Non-Native Speakers 

・Communication Skills IV for Non-Native Speakers 

・Composition Skills IV for Non-Native Speakers 

・Experiences in Japanese 

・College and Professional Reading 

・Writing Review for Non-Native Speakers I 

・Writing Review for Non-Native Speakers I/ Lab 


